
『夜と霧』は、精神科医で心理学者のヴィクトール・Ｅ・フランクルが第二次世界大戦中、ナチスに
よって強制収容所に収容された経験を基に書かれた体験記です。
人間の偉大さと悲惨さをあますところなく描いた本書は、日本をはじめ世界的なロングセラーとして

600万を超える読者に読みつがれ、現在にいたっています。
震災やコロナ禍で家族を失い、希望を失い、生きる目的を見失った人が少なくありません。収容所と

いう絶望的な環境の中で生きる希望を見失わなかった人たちの姿から生きる意味とは何かを考えます。

今読むべき世界の名著②

『 夜 と 霧 』～生きる意味を考える～

大和市文化創造拠点シリウス 健康都市大学

講師：ドイツ文学翻訳家 池田香代子さん

お申込・お問合せ 046-261-0491

※天候や交通機関の運行状況及びその他不可抗力により、開催が中止となる場合が
ございます。

※ 駐車場の数に限りがありますので公共の交通機関でお越しください。

～大和市生涯学習センターからのお知らせ～
メールマガジンを発行しています。
QRの申込フォームから是非ご登録ください。

主 催｜やまとみらい（大和市文化創造拠点等 指定管理者）／大和市生涯学習センター

https://yamato-bunka.jp
アクセス：小田急江ノ島線、相鉄本線

大和駅から徒歩３分

日 時：2022年3月19日（土） 14時～15時30分

会 場：大和市文化創造拠点シリウス６階 生涯学習センター 601講習室

定 員：40名（先着）

対 象：18歳以上の大和市内在住・在勤の方（高校生を除く）

※市外の方も定員に空きがある場合、ご参加いただけます。

参加費：1,000円

申 込：2022年2月5日（土）1 0時から受付開始 お電話または 6階生涯学習センター窓口へ

わたしたちは、おそらく、これまでのどの時代
の人間も知らなかった「人間」を知った。
では、この人間とはなにものか。
人間とは、人間とはなにかをつねに決定する

存在だ。
人間とは、ガス室を発明した存在だ。
しかし同時に、ガス室に入っても毅然として

祈りのことばを口にする存在でもあるのだ。
（『夜と霧』より）

1948年東京生まれ。東京都立大学卒業後、エアランゲン大学に留学。ドイツ文学
翻訳・口承文芸研究。訳書にゴルデル『ソフィーの世界』、フランクル『夜と霧
新版』、『完訳グリム童話集』、『飛ぶ教室』などのケストナー作品、シュピリ
『アルプスの少女ハイジ』など。著書に『世界がもし100人の村だったら』、
『花岡の心を受け継ぐ』などがある。

「夜と霧 新版」みすず書房
ヴィクトール・Ｅ・フランクル（著作）

池田香代子（翻訳）


